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科植物における Bクラス遺伝子の DEFICIENS (DEF)様遺伝子の研究から、ラン科植物には 4つ
の DEF様遺伝子が存在し、それらの発現パターンの組合せによって異なる形態の花被片が形成












では DEF clade3 遺伝子と AGL6-2 遺伝子が発現する領域で唇弁形成される。そこでサギソウの
HrAGL6-C2 遺伝子の発現パターンを解析した結果、野生株と‘飛翔’の側がく片・唇弁で発現









遺伝子の AGAMOUS(AG)遺伝子、内側の 3つの whorlの花弁、唇弁、ずい柱で形態に変異が起き
ることから花全体の形成に関わる Eクラス遺伝子の SEPALLATA(SEP)遺伝子が関係していると考
え、サギソウから AG様遺伝子と SEP様遺伝子を単離し発現解析を行った。2つの AG様遺伝子








によって HrSEP-1 の発現が抑制され、HrSEP-1 を含む複合体が形成できなくなったために正常
な花被形成やずい柱形成ができず、緑花変異が生じたと考えられる。 
 




子咲き変異の分子機構は異なる可能性が示唆された。ダイサギソウから 4 つの DEF 様遺伝子




がわかった。サギソウとダイサギソウの発現比較解析から、DEF 様遺伝子と AGL6 様遺伝子の
発現パターンが 2 種類の獅子咲き変異品種で保存されていることがわかり、サギソウと同様に
































































 本論文のうち、（２）については、筆頭著者として国際誌 Frontiers in Plant Scienceに掲載
されている。また（１）、（３）については、それぞれ現在投稿中、投稿準備中である。また
三苫舞氏は「アスパラガスの性判別マーカー作成」等に関する研究にも従事し、筆頭著者と
して国際誌 Euphyticaに掲載され、それ以外にも共著者として３報の学術誌に掲載されてい
る。これらの成果は三苫舞氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している。したがって、三苫舞氏提出の論文は、博士（生命科学）の博士論
文として合格と認める。 
 
